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北海道の犬，猫，キタキツネに寄生する糞線虫，

およびその虫卵とフィラリア型幼虫の抵抗性／

宮本健司

(昭和61年５月19日受領）
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ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅｏｆｅｇｇｓａｎｄｌａｒｖａｅ

cat，ｒｅｄｆｏｘ，Hokkaido，

３．糞線虫の継代

蠕虫類の非寄生を確認した犬の左腹部を剪毛し，一定

数のＦ型幼虫を塗布して経皮感染させた．Prepatent

periodは糞便の硫苦・食塩水浮遊法による虫卵検査で

確認した．Patentperiod（排卵期間）は排卵開始より

連続３ｐ間虫卵が検出できなくなった最初の日までとし

た．実験犬はすべて動物会のケージ内で犬用固型飼料

（日本農産製）と水を与えて飼育した．

４．虫体の観察

各動物から回収した雌成虫，虫卵，および培養法で得

たＦ型幼虫をホルマリン固定標本とし，その形態を顕微

鏡下で観察し，マイクロメーターで各部位を計測した．

５．虫卵発育下限温度

原田・森法で，１０本の中試験管を用いて虫卵を培養し

た．虫卵培養温度を４，８，１０，１３および２７゜Ｃに設定

し，２０日間の培養期間中に遊出するＦ型幼虫を確認して

虫卵発育下限温度を決定した．

６．虫卵の低温抵抗性

虫卵含有糞便１０９をシャーレ（９９ｃｍ）に取り,４°Ｃ

では1～50日,０°Ｃと-10°Ｃでは10～540分間保存した．

その後Ｆ型幼虫の遊出により虫卵の生死を判定した．

７．各種条件下におけるＦ型幼虫の抵抗性

各溶液５ｍｌを分注したシャーレ（９３ｃｍ）に活発に

運動するＦ型幼虫30匹を加え，１日～１４日間保存した．

生死の判定は，実験後蒸留水に移したＦ型幼虫の運動性

の有無によりおこなった．人工胃液と低温環境以外の実

験は２７．Ｃでおこなった．

ａ・人工胃液

人工胃液はペプシン（1810,000半井化学）２９，塩酸

７ｍ１，蒸留水1,000ｍｌの混合液を原液とした．原液と

２～８倍稀釈液の中に，Ｆ型幼虫を37.Ｃで０．５～24時

間浸漬した．

土壌媒介性線虫の糞線虫は一般に熱帯・亜熱帯地区の

ヒトと動物にふられる寄生虫である．近年堀江ら(1974）

は，犬よりＳｔｒ０"gyJ0idessteγCOγα〃と異なる糞線虫

を検出して，Ｓ､カル"/cｅｐｓ（猫糞線虫）と同定（堀江ら，

1980）し，新たに本種の土着を明らかにした．その後，

各地の犬，猫，狸，狐，イタチに木種の寄生例が報告さ

れるようになった（Arizono，1976,右~菌ら，1977，堀

江ら，1981,深瀬ら，1983,1984a.ｂ，1985)．

著者は，北海道中央部と北部地区の犬，猫，キタキツ

ネ，狸，アメリカミンクの寄生虫を調査し，前3種の動物

に糞線虫の寄生を認めたが（宮本・久津見，1978,1980，

宮本・稲岡，1982)，種の同定に至っていなかった．今

回は虫体の形態学的観察と，犬への感染実験による経過

所見の検討により，種名を決定した．さらに糞線虫の北

海道に士着する理由を解析するため，虫卵とフィラリア

型幼虫の各環境，特に低温に対する抵抗性について実験

を試承，興味ある成績を得た．

材料と方法

１．対象動物

犬と猫は旭川医科大学で実験動物として使用された個

体を対象とし，キタキツネ，狸とミンクは旭川市周辺で

捕獲された個体を対象とした．

２．検査方法

虫卵の検出のために，各個体の糞便を硫苦・食塩水浮

遊法で集卵した．これら虫卵は原田・森法で培養し，フ

ィラリア型に発育した幼虫（Ｆ型幼虫）により糞線虫の

感染を確認した．感染動物から成虫を回収するために，

剖検によって摘出した小腸を加温生理食塩水（37.C）に

浸漬し，寄生雌成虫を遊出させた．

旭川医科大学・寄生虫学講座
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TablelPrevalenceofStγ0"gyJ0jdcssp，

ｉｎｍａｍｍａｌｓａｔＨｏｋｋａｉｄｏ
ｂ・中性洗剤（花王石鹸）

原液を10,100,500,1,000倍に稀釈し，その溶液中

にＦ型幼虫を浸漬した．

ｃ・pH

Walpole＆Sdrensen緩衝液でｐＨ３．６，７．２，８．０の

溶液を作成し，その中にＦ型幼虫を浸漬した．

ｄ・Thiabendazole

lmg/ｍｌと０．１ｍｇ/ｍｌ溶液の中にＦ型幼虫を浸漬し

た。

ｅ・低温環境

中試験管に蒸留水５ｍｌを入れ，その中にＦ型幼虫３０

匹を浸漬し，０，４，１３°Ｃに保存した。虫体の生死は，

室温（27°Ｃ）に取り出して30分おいた後の運動性の観察

により判定した．

８．人体感染実験

成人２名（男，女）の左前臓屈側皮層上にＦ型幼虫５０

匹を塗布した．３週間後まで毎週１回，浮遊法による糞

便検査を実施し，感染成立を判定した．

Ｎｏ．ｏｆ

Ｎｏ．examinedinfected（％）Ｍａｍｍａｌｓ

(0.8）

(2.5）

(28.6）

１
４
６
０
０

１
９
１
４
１

３
５
２

２
１
１

Dogs

Cats

Redfoxes

Ezo-racoondogs

Americanmink

生する傾ｌｆ１が認めた．雌成虫，Ｆ型幼虫および虫卵の計

測値はＴａｂｌｅ２に示した．犬から検出した雌成虫は平

均体長2.607ｍｍで小形であるが，尾部は肛門部から

細くたり，その先端部は鈍円に終る（Fig.4)．また卵巣

と腸符は軽く捻転走行する．感染動物の糞便中には幼虫

形成卵が見られ（Fig.７)，計測値は0.062-0.064×0.032

-0.036ｍｍであるが，まれに小形（0.052×0.036ｍｍ）

や大形（0.074×0.034ｍｍ）の虫卵を認めた．培養法に

より，自由化活性雌雄とＦ型幼虫が遊出した（Figs､５，

６，８，９)．

このＦ型幼虫は実験的に幼犬，成犬に容易に感染す

る．そのprepatentperiodは８～14日（平均９．３日)，

patentperiodは２９～181日（平均７２．４日）であった

(Table３)．犬の臨床所見はＮｏ．２，Ｎ０．６，No.８では

無症状であったが，他の７頭では虫卵排出直前から下痢

便，粘血下痢便を排泄し，食欲不振と体重減少を示し

結果

ＳＺγ0"gツノojdcssp・の寄生を認めたのは，旭111を｢''心

とする地域で捕獲された犬１３１頭中１頭，猫159頭に''４

頭，キタキツネ21頭中６頭である．エゾタヌキ（４頭）

およびアメリカミンク（21頭）では検出されなかった

(Tableｌ)．

検出された雌成虫(Figs、１，２，３，４）は小腸上部に寄

Table2Measurementsofparasiticfemales，filariformlarvaeandeggsofStγ0"gy〃ｊｄｃｓ

ｐｍ"iccPscollectedfromdogs，ｃａｔｓａｎｄｒｅｄｆｏｘｅｓ（ｉｎｍｍ）

Presentauthor
Rogers（1939）Ｈｏｒｉｅｃﾉﾛﾉ．FukasectQ/・
ｔｉｇｅｒｃａｔｄｏｇ（1974）kitten（1983）

dog(1)＊ｃａｔｓ(4)＊redfoxes(5)＊

Parasiticfemale

Lengthofbody

Widthofbody

Lengthofoesophagus

Vulvafromanteriorend

Anusfromanteriorend

Filariformlarvae

Lengthofbｏｄｙ

Ｗｉｄｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｏｅｓｏｐｈａｇuｓ

Ｅｇｇｓ

2．８０ 3.955

0.048

0.833

2.474

3.906

3.607

0.043

0.754

2.002

3.048

3.055

0.035

0.810

1.985

3.017

3.278

0.037

0.991

2.176

3.238

2.607

0.034

0.731

1.731

2.569

0．５７ 0.66

0.015

0.240

0.058

×０．０３５

0.554

0.015

0.250

0.064

×０．０３６

0.596

0.016

0.265

0.061

×０．０３１

0.584

0.017

0.251

0.062

×０．０３２

0.543

0.015

0.231

0.063

×０．０３３

＊Numberinparenthsesindicatethenｕｍｂｅｒｏｆｍａｍｍａｌｓｅｘａｍｉｎｅｄ．

（４３）
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の遊出率は１０°Ｃでは２０日目の90％，１３°Ｃでは１０日目

の80％，２７℃では５日目の100％であった（Table４)．

虫卵の低温抵抗性を４°Ｃ，２０日間の保存でみると，６０

％のＦ型幼虫遊出率であったが，５０日に延長するとすべ

ての虫卵は死滅した．０°Ｃでは３００分で死滅した．

-10°Ｃでは180分まで虫卵の生存を認めたが，240分以

上になるとすべての虫卵が死滅した（Table５)．

た．これら症状の激しい犬にはドッグミール（北越飼料

研究所）を与えて飼育した．

次に虫卵とＦ型幼虫の各種条件下における抵抗性を検

討するために，虫卵からＦ型幼虫への発育に必要な下限

温度を調べたところ，４°Ｃでは全く発育は見られなかっ

た．８．Ｃでは20日目に20％のＦ型幼虫の遊出を認めたの

で，これが今回の発育下限温度であると判定した．最高

Table3PrepatentandpatentperiodsinexperimentalcaninestrongyloidiasiswithS・ＰｌｕｎｊｃｅＰｓ

ＤｏｇＮｏ．Nos，larvae PrepatentPatentperiodMaximum
exposedperiod（days）（days）ＥｐＧ＊

Sｙｍｐｔｏｍｓ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

4,000

4.000

5,000

4,000

6,000

4,000

４，０００

４，０００

４，０００

５，０００

０
４
９
８
９
８
８
０
８
９

１
１

１

１
５
１
９
９
３
１
４
０
１

６
３
６
８
２
６
８
７
４
９

１

muddyfaeces

normal

bloodydiarrhea，lossofweight

diarrhea，lossofweight

diarrhea，lossofweight

normal

diarrhea，lossofweight

normal

bloodydiarrhea

bloodydiarrhea，ｌｏｓｓｏｆｗｅｉｇｈｔ

冊↑

枡

３，１００

５，８００

１，０００

4,700

12,800

１，３００

３，６００

２，１００

＊calculatedwithMcMasterapparatus．

↑indicateoverahundredeggspertubebyflotationmethod．

Table4PercentageofemergedS．，ｍ"icePsfilariformlarvaefromtheeggs

inthevariousexposedtemperatures

Temperature（C）

Observation

periods（days）
2７1３４ ８ 1０

1,100＊ ２，３００１，１００２，７００１，１００

100０

８０

５
０
５
０

１
１
２

０
０
０
０
４
９

０
０
０
０

０
０
０
０
２

ＥａｃｈｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｃｏｎｓｉｓｔｏｆｌＯｓａｍｐles．

＊ＥｐＧｏｆｔｈｅｃａｓｅｓ

ParasiticfemaleofS．Ｐ/α"jcePs・

Anteriorendofparasiticfemale・

Vulvaregionofparasiticfemale、

Posteriorendofparasiticfemale・

Free-livingmale・

Free-livingfemale、

Ｅｍｂｒｙｏｎａｔｅｄｅｇｇ・

Filariformlarva、

Posteriorendoffilariformlarva．

Ｆｉｇ．１

Ｆｉｇ．２

Ｆｉｇ．３

Ｆｉｇ．４

Ｆｉｇ．５

Ｆｉｇ．６

Ｆｉｇ．７

Ｆｉｇ．８

Ｆｉｇ．９

(４４）



515

lili

｝

(４５）



516

人工胃液内におかれたＦ型幼虫は,原液中30分で20％，

３時間で０．９％の生存率であった．原液の稀釈によって

生存率は増大するが，２４時間後に生存する幼虫は認めら

れなかった（Table６)．

中性洗剤の10倍稀釈液中におかれたＦ型幼虫は24時間

内にすべて死亡したが，100倍稀釈では１日，500倍稀釈

で３日，1,000倍稀釈では１０日間生存した（Table７)．

ｐＨ７．２とｐＨ８．０の緩衝液のＦ型幼虫は，ともに１４

日後まで生存するが，ｐＨ３．６では３日間だけ生存した

(Tableハ

Thiabendazole溶液中のＦ型幼虫は１ｍｇ/ｍｌ液中で

'よ１日だけ生存し，０．１ｍｇ/ｍｌでは７日後まで生存した

(Table７)．

低温においたＦ型幼虫の生存期間は，０°Ｃでは１日，

4°Ｃでは７日間，１３°Ｃでは５日間である．これは対照

の２７°Ｃにおける生存期間（14日目，９６．７％）に比べる

と著しく短い（Table７)．

参考のために人体感染実験を実施したが，Ｆ型幼虫を

塗布した皮膚には掻痒感や小紅斑，発疹などの所見は見

られなかった．また週３間後までの糞便検査でも虫卵は

検出されなかった．

Table5SurvivalratesoftheS、カノα"icePseggsexposedtolowtemperatures

4°ＣＩ ＤｏＣ -10°Ｃ
Exposure
periods
(days）

Exposure
periods
(minutes）＊

’

１
ノ
｜

Ａ
川
一
Ⅱ
川
Ⅲ
川
川
川
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

ぬ
い
一

Ｂ

(1,600）

Ｃ

(700）

Ｄ

(100）
Ｅ

(1,200）
Ｆ

(1,200）

ｊ

Ｇ
川
く

Ｈ

(2,700）

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
０
０

１
２
５

100

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
０
８
７
３
６
０
３
４
２

１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
２
１
１
１

２
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
６
８
４
０
６
４

１
２
３
３
５

100 100

100

100

100

100

100

100１００

100

100

100

９０

０

０
０
０

５

100

０

０

０
０

6０

０

＊NumberinparentheseindicateEpGofthecases・

fFigeresindicatethepercentagesｏｆｔｈｅｅｍｅｒｇｅｄｌａｒｖａｅａｆｔｅｒｃｕｌｔｉｖａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｅｇｇｓ．

Table6SurvivalratesofS・カノα"/ccPsfilariforlnlarvaeexposed

tothegastricjuiceat37oC

Exposureperiods（hrs）
Solution

0.5１３５７２４

20.0＊

54.1

73.5

80.2

97.9

6.5

38.6

61.2

72.4

91.2

0.9

18.3

40.6

54.6

74.5

undiluted

dilutedl：２

１：４

１：８

Aquadist．（control）

０
４
６
９

●
●
●
●

０
２
７
０
６

３
６
７

８
０
０
３

●
●
●
●

０
０
２
７
１

２
３
７

６
●

０
０
０
０
８
４

＊ameannumberofthreeexperiments．

（４６）
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Table7SurvivalratesofS．Ｐ/Q7zjccPsfilariformlarvaeexposed

tothevariousenvironmentalconditions

Exposureperiods（days）
Medium

1３５７１０１４

Neutralsynthetic
detergentdiluteｄ

ｎｌＯ

１：１００

１：５００

１：１０００

Wapole＆Sdrensen
buffersolution（ｐＨ）

３．６

７．２

８．０

Thiabendazolesolution

lmg/ｍ１

０．１ｍｇ/ml

Aquadistilledwater
O゜Ｃ

４°Ｃ

１３.Ｃ

２７°Ｃ（control）

０
０
０
０

６
●

０
０
０
６

３
●

０
０
０
３

0

32.3

63.3

80.0
０
０
０
０

0

0

26.7

50.0

0

24.0

32.1

0

80.0

83.3

0

80.0

76.7

46.2

86.7

83.8

25.9

73.3

88.0

0

93.3

86.2

０
０

０

３．４

０
０

30.0

53.3

0

30.0

０
０

０００００

１０．０６．７３．３００

４６．７４３．３０００

１００１００９０．３９６．８９６．７

１３．３

４６．７

23.3

100

Themediaweremaintenedat27・Cexceptaquadist．

動物から回収した糞線虫について比較検討したが，その
考察

形態学的特徴や実験感染犬のprepatent,patentperiod

PJα"jcePs（猫糞線虫）はMalayのの日数が，これまで報告されたＳ・カル"jccPsの寄生雌Ｓｔγ0"gyJo/desPJ(z"jcePs（猫糞線虫）はMalayのの日数が，これまで報告された５．カJ(ｍｊｃｃＰｓの寄生雌

Rustytigercat（ＦｃＪｊｓＰＪｕ"icePs）から発見ざｵ１， 成虫のそれと一致した．そこで，北海道の犬，猫，キク

Rogers（1939,1943）が新種として報告した．日本ではキツネに寄生する糞線虫をＳｔγ0"gツルjdcsPJa"/ceps

発見され(堀江ら,1974,1990),その後,奈良県の猫と犬かRogers，１９４３（】笛糞線虫）と同定した．また，キタキツ

ら大阪府の狸（堀江ら，1981)，京都市の犬（Arizono，ネを新たな宿主として追加した．KamiyaandOhbaya‐

1976)，神奈川県の猫，犬，タヌキおよびイタチ（深瀬ｓｈｉ（1975）がキタキツネから検出した糞線虫は体長が

ら，1983,1984a.ｂ，1985）から自然感染例が報告されＳ､ＰＪ(ｍｊｃｃｐｓに近似するが，イタチ（Kamiyaandlshi‐

た．また，種名の記載はないが，京都府下のタヌキ，キgaki，1972）からの糞線虫は体長６～7ｍｍで著しく大

ツネ，イタチにsoγ0"g〕ﾉﾙﾉdcssp、の寄生例（有菌ら，形であるため別種と推測される．Ｓ・カノα"icePsのＦ型幼

1977）が見られ，関東以南の犬，猫および野性動物間に虫を犬に実験感染させると，虫卵排泄直前から下痢便ま

糞線虫は広く分布しているものと推測される．なお，青たは粘血下痢便を排出し，食欲の消失と体重の減少が永

森，秋田，岩手の哺乳動物17種878頭の寄生虫調査結采られた．このため，飼料をドッグミールに変え食欲を持

に糞線虫の報告はない（八木沢，1978)．続させた．

北海道においては，イタチ（Kamiyaandlshigaki， 東南アジアの猫科動物から妓初に検出されたＳ

1972)，キタキツネ（KamiyaandOhbayashi，1975,，〃"iccPsが，どのような経路を介して北海道に土着し

宮本・稲岡，1982)，犬（宮本・久津見，1978)，猫（宮たかについて興味が持たれるが解析は困難である．ペッ

木・久津見，1980）に寄生が報告されているが，いずれトとしての犬・猫や天敵のイタチが木州から搬入された

も種名の決定は行なわれていない．今回は，これまで名時に持ち込まれて定着したと推定」yOれる．

（４７）
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S・Ｐγocymjs，Little，1965）による人体皮膚爬行症が報

告されている．そこでＳ、ＰＪｕ"icePsを用いて２例の人

体感染実験を試承たが，Ｆ型幼虫の皮膚侵入は認められ

ず，タイワンザルでの実験成績（野田ら，1974）を再確

認することになった．

土壌媒介性線虫である糞線虫が冬期に極めて低温とな

る北海道で生活環を維持していることから，虫卵やＦ型

幼虫の低温抵抗性が考えられた．虫卵は４°Ｃに保存する

と20日目まで幼虫に発育する能力を示したが，５０日では

死滅した．小林ら（1959）は，アメリカ鉤虫卵は5°Ｃに

保存すると４日で死滅すると報告したが，今回の実験で

は，これより強い抵抗性が見られた．虫卵の発育下限温

度はアメリカ鉤虫・ズビニ鉤虫で10-13°Ｃとされている

（松崎，1931，古山，1932,真島,1937)．これにくらべ

ると，Ｓ・PJu"/cePs虫卵は８°ＣにおいてもＦ型幼虫に発

育したことなどから，東洋毛様線虫よりは弱いが，鉤虫

卵より強い低温抵抗性を持つことが推察された．

糞線虫幼虫の低温抵抗性について白坂（1958）の報告

をZ入ると，Ｓ､stcγCOγα/ｉｓのＦ型幼虫は０°Ｃで10日|Ｅ１に

2.5％の生存率であるが，１２日目にはすべて死滅してい

る．そのＲ型幼虫について，AtiaetqJ．（1982）は，

4°Ｃでは２日目，０°Ｃでは12時間，－４°Ｃでは６時間で

死滅すると述べている．川元(1961)によると，Ｓ、γａｔオノ

のＦ型幼虫は２～3°Ｃで８日，５～6°Ｃで７「１，９～12°Ｃ

では８日目に100％の死亡率となっている．

今回のＳ、，Jα"jccPsのＦ型幼虫の低温抵抗性は，

0°Ｃで３日，４°Ｃで１０日，１３°Ｃで７日目に死滅が見ら

れ，０．Ｃの場合を除いてＳ、γα城の結果とほぼ[可様で

ある．これらのことからＳ・stcrcorα〃ｓのＲ型幼虫は

Ｓ・Ｐ/α"/cepsやＳ、γαﾉﾉﾉのＦ型幼虫に比較して著しく

低温抵抗性の弱いことが明らかとなった．

人工胃液に入れたＦ型幼虫は，Ｓ・stcγCOγα/ｉｓのそれ

は３９０分，Ｓ、γuttjの幼虫は３３０分の接触ですべて死滅

（川元，1961）している．一方，Ｓ・Ｐ化"jccPsのＦ型幼

虫も300分で死滅したことから，これらの３種は同様に

経皮感染が主な経路と推定した．しかしａｐＪｕ"jcepsの

Ｆ型幼虫は低酸状態の場合は経口感染の可能性も示唆さ

れた．

中性洗剤の10倍稀釈液は強い殺幼虫効果を示し，標準

使用量の濃度（0.15％）に近い1,000倍稀釈では14日後

に100％のＦ型幼虫死亡率が見られたい

Ｆ型幼虫に対するｐＨの影響をｐＨ７．２とｐＨ８．０の

溶液中で観察したところ，ともに１４日間生存したが,ｐＨ

３．６の酸性溶液中では３日間しか生存しない．この成績

は鉤虫仔虫（真嶋，1939）と同様の傾向を示した．

腸管内寄生線虫類に有効な駆虫剤として知られる

ThiabendazoleはＳｐｍ"ｊｃｃｐｓＦ型幼虫に対しても殺

虫効果を示した．

動物寄生糞線虫（S､myoPoj(z77zj，Ｂｕｒｋｓｅｔ（zJ.,1960,

まとめ

北海道旭川市を中心とする地域で捕獲された犬，猫，

キタキツネ，エゾタヌキおよびアメリカミンクの５種を

検査し，前３種に糞線虫の寄生を認めた．この糞線虫成

虫の同定と虫卵．Ｆ型幼虫の各種条件下における抵抗性

を検討した．また参考までに人体感染実験を試ふた．

２．犬１頭，猫４頭，キタキツネ６頭から糞線虫寄生

雌成虫を検出した．雌成虫，フィラリア型幼虫，虫卵の

形態的特徴，および犬の感染実験におけるprepatent，

patentperiodなどから，この糞線虫をＳｔγo"gyJ0jdes

PJu"/ccPsRogers,１９４３と同定した．また新たな宿主と

してキタキツネを加えた．

２．感染実験した犬10頭中７頭は粘血下痢便排出，食

欲不振，体重減少を示した．

３．虫卵を低温に保有したまま20日後までＦ型幼虫の

遊出能力を観察すると，４°Ｃでは遊出してこないが，

8°Ｃでは20％，１０°Ｃでは90％が遊出した．

虫卵を低温に保有したあと，好適条件下で培養し生死

を判定すると，４°Ｃでは20日保有で60％の生存例があっ

たが，５０日保有では死滅した．０°Ｃでは300分で90％が

生存，３６０分では死滅，-10°Ｃでは１８０分で５０～１００％

が生存するが，２４０分では死滅した．

４．フィラリア型幼虫を水中に保存すると，０°Ｃでは

１日，４°Ｃでは７日間，１３°Ｃでは５日間生存した．ま

た，人工胃液（37°Ｃ）中では３時間まで生存し，稀釈液

中ではその生存期間が延長した．中性（ｐＨ7.2）とアル

カリ性（ｐＨ8.0）溶液中では14日間，酸性（ｐＨ3.6）溶

液中では３日間生存した．中性洗剤の10倍稀釈液中では

24時間以内に死滅するが，１００倍以上の稀釈液中では生

存率が増大した．

Thiabendazoleの１ｍｇ/ｍｌと０．１ｍｇ/ｍｌ溶液中で

は，それぞれ１日目と７日目まで生存した．

５．２例の人体感染実験でＳ・ｐｍｍｃｅＰｓのＦ型幼虫

はヒト皮膚侵入性がないことを確認した。

稿を終るに当り，御校閲を頂いた旭川医科大学・寄生

虫学講座，久津見晴彦教授に深謝する．

（４８）
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• Abstract

THE PREVALENCE OF STRONGYLOIDIASIS IN STRAY DOGS,

CATS AND RED FOXES OF HOKKAIDO AND THE RESISTANCE

OF EGGS AND FILARIFORM LARVAE OF STRONGYLOIDES

PLANICEPS TO VARIOUS ENVIRONMENTAL FACTORS

KENJI MIYAMOTO

(Department ofParasitology, Asahikawa Medical College, Asahikawa 078, Japan)

The present paper deals with a prevalence of strongyloidiasis in mammals captured from central

and northern Hokkaido and with the resistance of eggs and filariform larvae of Strongyloides planiceps

against various environmental conditions, especially against low temperatures.

Five species of mammals (131 dogs, 159 cats, 21 red foxes, 21 American mink and 4 ezo-racoon

dogs) were examined for the parasite, and three species (one dog, 4 cats and 6 red foxes) were found to

be infected with Strongyloides species.

This parasite detected in the three species of mammals, was identified as Strongyloides planiceps

Rogers, 1943 by morphological features of the parasitic females, filariform larvae, eggs and by observa

tions of prepatent and patent periods in experimentally infected dogs. This is the first record of the

red fox as a host of S. planiceps.

Symptoms of experimentally infected dogs include bloody diarrhea, anorexia and weight loss

about one week after exposure.

The minimum temperature for the eggs to develop into larvae was 8°C: they hatched 20 days

after incubation at 8°C, 15 days at 10°C, 10 days at 13°C and 5 days at 27°C; they did not develop at

4°C. When preserved eggs in various low temperatures, the eggs survived for 20 days at 4°C, for 300

minutes at 0°C and 180 minutes at -10°C.

At low temperatures (0, 4 and 13°C), the filariform larvae survived for a shorter period of time

(1, 7 and 5 days, respectively) than the control (over 14 days at 27°C).

In artifical gastric juice, the survival rate decreased from 20.0% to 0.9% as the incubation time

increased with undiluted solution, but increased with dilution of the solutions.

In neutral synthetic detergent solutions, they survived for one day in a 1:100 dilution, 3 days in

a 1:500 dilution and 10 days a 1:1,000 dilution; none of them survived in a 1:10 dilution.

In Wapole and S0rensen buffer solution, they survived for 14 days at pH 7.2 or 8.0 and for 3

days at pH 3.0.

In thiabendazole solution, they survived only one day in a concentration of 1 mg/ml and 7 days

in 0.1 mg/ml.

Neither infection was established nor creeping eruption was observed in two human volunteers

(male and female) who were exposed percutaneously to 50 filariform larvae each.

(50)




